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研究報告書 

 

本研究は、大腸がん幹細胞特異抗原を解明し、がんワクチンとしての実用化に向けたPO
Cを確立すべく、橋渡し臨床試験を実施することを目的とする。H26年度は、以下の研究を実

施し、成果を挙げた。 
（１） 網羅的遺伝子発現解析の実施。 

 DNAマイクロアレイを用いて、大腸がん幹細胞SW480-SP細胞において発現が高

い遺伝子をスクリーニングし、約２種類の特異抗原遺伝子を同定することに成功し

た。 
（２） 網羅的ペプチドミクス解析の実施。 

 細胞表面に表出しているHLA拘束性抗原ペプチド（自然抗原ペプチド）を抗HLA抗

体によって免疫沈降し、HLA結合抗原ペプチドを溶出して、マススペクトル解析を実

施。大腸がん幹細胞において特異的に発現している抗原ペプチドをスクリーニングし

た結果、がん幹細胞特異抗原は得られなかったが、大腸がん幹細胞と非幹細胞に共

通して発現する2種類の抗原遺伝子とHLA-A24拘束性ペプチドを同定することに成

功した。 
（３） がん幹細胞抗原ペプチドワクチン医師主導治験の実施 

 インターフェロン併用SVN-2Bペプチドワクチン第2相臨床試験を東大医科研病院、

札幌医科大学病院、神奈川県立がんセンターにおいて実施。目標症例数71例のう

ち、56症例の登録を完了し、49例の治験薬投与を実施した。H27年度内の治験終了

を目標に、継続している。 

 

 
  


